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現場を見つめ、地域とともに歩む
～会長・常務・局長が語る これからの青森県社協～

　制度改革や人口減少、地域課題の複雑化が進む中、青森県社協に求められる役割も大きく変化しています。
　今回の特集では、会長・常務・局長の三者が、青森県社協の現在地と今後の展望について語り合いました。

特
集

制度の細分化と県社協の業務

局長：�今年の春、県社協に来て、まず驚いたのは、業務
の多さです。私が持つ県社協のイメージは、「市
町村社協の取りまとめ役」というものでした。し
かし実際には、生活困窮者、子育て世帯、介護施
設や保育施設、刑務所出所者など、本当に幅広い
方々への支援業務を担っていると感じています。

常務：�国の制度が細分化されたことで、県から県社協
に委託される業務が年々増えていると感じてい
ます。2000年の社会福祉制度改革以降、ニー
ズも制度もどんどん細かくなりました。

会長：�昔と今を比べると、事業が大きく変わり、職員
数も増加しています。生活支援課所管の生活困
窮者支援の相談窓口（※１）が増えたことで、
対象者と直接関わる職員も多くなっています。

（※１）生活困窮者自立相談支援窓口とは？
青森県内の東地域、中南地域、西北地域、上北地域、下
北地域の５地域に自立相談窓口を設置し、生活に困りご
とをお持ちの方々への相談支援等を行っています。

事務局長

川嶋　由紀子
県社協勤務　１年目

今年の春から事務局長として勤
務。県こどもみらい課長などの行
政経験を活かし、多角的な視点か
ら県社協の業務を推進している。

会　長

高杉　金之助
県社協勤務　17年目

平成22年から専務理事、平成27
年から副会長、令和３年から会長
を歴任。業務の効率化やDX化の推
進を県社協全体に指示している。

常務理事

工藤　昌彦
県社協勤務　42年目

事務局長を経て、現在は常務理事
兼総合企画監として勤務。長年の
経験から各種事業への助言のほか、
経理業務のサポートもしている。

現場を知ることが事業につながる

会長：�現場で何が求められているのかを知らなければ、
本当に必要な支援はできないと考えています。
社会貢献活動推進室の青森しあわせネットワー
ク（※２）やあおもりフードバンクなどはまさ
にその考え方です。「今必要な支援は何か」を聞
き、考え、財源を探しながら事業を進めていく。
そこが重要です。

局長：�県からの補助・委託だけではなく、ほかの財源
にも目を向けて、県社協自らがニーズに応じた
事業を考えていくことが必要だと思います。

常務：�自主財源を確保できれば、制度に縛られない柔
軟な事業展開も可能になります。モデル事業や
オリジナル事業を作ることも重要ですね。

（※２）青森しあわせネットワークとは？
青森県内の社会福祉法人が連携し、支援が必要な人の早
期把握と、制度の狭間のニーズや生活課題の具体的な解
決を図っています。経済的援助や食料等の提供、就労・
社会参加活動の提供等の支援を行っています。
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専門性と職員体制の課題

局長：�現在の県社協では、社会福祉士や精神保健福祉
士など、専門資格を持つ職員が多く活躍してい
るように感じます。

会長：�そうですね。一方で人材構造には課題もありま
す。業務が増える前は、中核を担うのは正職員
でした。しかし現在は嘱託職員が約70名と、正
職員の倍以上となっています。事業継続が不透
明な補助・委託事業が多く、１年契約の雇用に
ならざるを得ない。これが大きな課題だと認識
しています。

局長：�それは職員のモチベーションにも関わりますね。
会長：�新人職員を指導しながら、自分の業務も進める

正職員の負担は大きく、今後はAIやシステムを
活用して事務作業を効率化していかなければな
らないと思っています。

常務：�機械でできる部分と、人が担うべき部分の役割
分担が大事です。

会長：�対象者と直接向き合う部分は、人でなければで
きません。だからこそ、事務的な部分は効率化
していく必要があると考えています。

福祉の担い手不足への対応

会長：�福祉の担い手不足は深刻です。本会の福祉人材
センターと保育士・保育所支援センター（※３）
の無料職業紹介事業についても、求職者と求人
のマッチングが難しくなってきています。

常務：�求人は増えているのに求職者は減っている。有
料の職業紹介事業に頼り、事業所は高い紹介料
を払って人材を確保しています。公的な無料職
業紹介事業が今後どのように役割を担うのかを
考えていかなければいけません。

局長：�人材確保に加え、人材の定着も重要だと感じま
す。働きやすい職場づくりの手段として、本会
の介護生産性向上相談センター（※４）も活用
いただけるよう、更なる周知が必要ですね。

（※４）介護生産性向上相談センターとは？
介護事業所の生産性向上の取組みを支援するワンストッ
プ型の相談窓口です。介護テクノロジー導入などの業務
改善を進め、介護の質の向上と働きやすい職場づくりを
目指すことによって人材の定着・確保につなげます。

地域共生社会の実現のために

会長：�人口減少や高齢化の影響は、地域共生社会の基
盤にも及んでいます。消防団がなくなる地域が
あったり、地域の団体や担い手が減っている。
だからこそ、コンビニや郵便局、運送会社など、
地域に残る社会資源をどう地域づくりに組み込
んでいくかが重要になります。

局長：�従来の福祉団体だけを対象にしてネットワーク
を考えていくのは厳しい時代になりましたね。

常務：�災害時に支援物資を企業から提供いただくとい
う連携は進んできていますが、日ごろから地域
活動に関わってもらうということですね。

会長：�そうです。企業への呼びかけについては、今後
の課題ではあります。現場にあった事業を行政
と協議する中で、企業との連携についても提案
できればと思います。

これからの県社協に求められること

会長：�社協として一番重要なことは、現場の実態を
しっかり見ることです。市町村によっても課題
は違う。支援を必要とする人もひとりひとり異
なる課題を抱えている。従来通りではなく、「本
当に困っている人は誰か」という原点から考え
る必要があると思います。

常務：�地域特性や対象者ひとりひとりに応じた支援を
考えていくことが、県社協の役割ですね。

局長：�そのためにも、県社協全体で事務の効率化に取
り組み、職員が市町村社協や関係機関、支援対
象者と向き合う時間を増やせるようしていきた
いと思います。

（※３）�福祉人材センターと保育士・保育所支援�
センターとは？

福祉・保育に特化した無料職業紹介事業を実施していま
す。「お仕事移動相談会」や「就職フェア」などを開催し、
求職者と求人を募集している事業所を支援しています。
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〈SJ25-09878より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和８年度
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●地域に頼られる存在へ「一致団結」した活動
　今年度の青森ブロック協議会のスローガンは「一致団
結～真剣に誠実に～」です。スローガンのもと、一般の
方々から広く共感され、地域の人に信頼される活動を続
けます。また、子どもたちが郷土愛を育める機会や共に
汗を流す地域づくり、ボランティアの場を増やし、地域
との信頼関係を構築すること、そしてその仲間を増やす
ことが、結果としてメンバーの成長や自社への発展にも
つながると信じています。

●地域を巻き込み「解決する」共感の運動
　青年会議所（JC）の原点は、地域の課題に気づき、見
つけ、「解決する」ことにあります。自分たちだけで解決
することの難しさも実感していることから、周囲の様々
な人々や各種機関・団体を巻き込みながら「共感の輪」を
広げ、地域をより良くするムーブメントを起こしていく
ことが私たちの使命です。また、自分から進んで地域の
ために動く気持ちを大切に、役職を経験する中で「人と
して、経営者として」自らを高め、次世代の成長を促す場
でもあります。

●会員減少の危機と顔を突き合わせる強み
　現在、少子高齢化や経営者層の減少に伴い、青森県内
の会員数は200人を割り込むなど、深刻な会員減少とい
う課題に直面しています。しかし、だからこそ私たちは
基本に立ち戻ります。１年ごとに役職が変わり多様な経
験を積める組織だからこそ、メ
ンバー同士が顔を突き合わせて
議論をかさね、災害支援をはじ
めとする平時からの地域密着型
の地域づくり、ボランティア活
動を大切にしています。

ボ
ラ
ン
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ィ
ア

活
動
情
報
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ン
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ア
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ン
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ア
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ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
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http://aomoricolony.jp/

地域に根差したさまざまな製品を
確かな企画力と生産技術でお届けします。

ネットワーク構築・
システム構築

オンデマンド印刷・
シール印刷

圧着ハガキ・DM・
タンザックカレンダー

ホームページ作成・
CD-ROM作成

商業デザイン
（企画・提案・作成他）

　　  総合印刷
（チラシ・厚紙印刷・UV印刷

パンフレット・ポスター 他）

〒０３０-０９４３ 青森市幸畑字松元62-3
〒０３９-１１６４ 八戸市下長6丁目11-13
〒１６５-００２３ 東京都中野区江原町2-6-2

TEL（017）738-2021・FAX（017）738-6753
TEL（0178）29-1001・FAX（0178）29-1003
TEL（03）5996-2761・FAX（03）5996-2760

■営業本部
■八戸営業所
■東京営業所

JCは地域のために「つかわれること、頼られること」が
大好きな団体です。何か困りごとがあり、関わる機会があ
れば、お気軽にお声掛け・ご相談ください。

地元であるむつ市の豪雨災害で
もボランティア活動に従事しま
した。

能登半島地震の際には家族で義援金を集める活動も展開。
真剣に、誠実に「一致団結」して地域づくりに取り組みます！

公益社団法人日本青年会議所　東北地区 青森ブロック協議会
取材対応者：一般社団法人むつ青年会議所　第65代理事長　藤井　翔太 様

◀HP
　二次元コード
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発信 ! 県社協 青森県社協が取り組んでいる活動をご紹介！

ご存知ですか？
生活福祉資金貸付事業

制度
紹介

　生活福祉資金貸付事業は低所得者、障がい者、高齢
者の世帯を対象に、資金の貸付と必要な相談支援を行
い、安定した生活の実現を目指す制度です。一時的に
必要な貸付を行う「緊急小口資金」や求職中の生活を
支える「総合支援資金」のほか、教育支援資金や不動
産担保型生活資金などの種類があります。
　この資金は世帯への貸付のため、世帯全員の生活状
況をお聞きし、自立相談支援機関などの関係機関とも
連携しながら必要な支援を行います。世帯で生活にお
困りの際は、お住まいの市町村社会福祉協議会までご
相談ください。

福祉・介護職員の福利厚生充実
は、ぜひソウェルクラブ（福利
厚生センター）で！！

ご活用
ください

　青森県社協ではソウェルクラブ（福利厚生センター）
の地方事務局を担っています。
　青森県事務局では、“会員交流事業”を企画しており、
今年度は３つのプランを企画しました。

ソウェルクラブ（福利厚生センター）とは？

　「ソウェルクラブ」は、福祉の職場を魅力あるものと
するため、社会福祉事業に従事する方々の福利厚生の増
進を目的とした、全国で唯一厚生労働大臣から指定され
た法人です。福利厚生サービスから研修、宿泊・グルメ
の割引等、多種多様なサービスを提供しています。
★掛金１人あたり　年間10,000円
　（非常勤職員は年間5,000円のコースも有）

利用できるサービスは？

◆生活習慣病予防健診費用⇒最大3,800円助成
◆毎年１回、日用品や食品等の健康生活用品をプレゼント
◆結婚・出産のお祝い⇒10,000円の商品券またはお祝品
◆入学のお祝い⇒5,000円の商品券またはお祝い品
◆永年勤続の記念⇒勤続10年から５年毎に記念品贈呈
　※5年毎に記念品もランクアップ！
◆対象資格を取得すると記念品贈呈� などなど…
その他にも様々なサービスを利用できます。

福祉の職場で働く皆様にお得なサービスを提供したい！ぜひ「ソウェルクラブ」をご活用ください！

①夏秋旅行お楽しみプラン（実施期間：７／11～10／31）

北海道、東北・新潟・佐渡、東京・横浜、ディズニーリゾートの
４つの旅行パンフレットの旅行代金の約半額を助成
※受付終了

②観劇プラン�劇団四季ミュージカル「コーラスライン」（10／５）

青森公演のチケット料金を一部助成（3,000円～6,000円）
※受付終了

③御食事会プラン（９月中旬～12月中旬までを予定）

県内10～20ヶ所の飲食店で利用できる2,000円の御食事券を
配布

このような困りごとに活用されています。

●緊急小口資金� 女性　30代
就職したものの初回の給料が入るまでの
生活費がなく、一時的に生活費を借りて
生活を維持。

●総合支援資金
男性　50代
勤務先が倒産し離職。求職
活動をするも就職に至らず、
貯金が尽き生活苦。生活費
を借りて求職活動に専念。

●福祉資金� 男性　50代
障がい者手帳３級
障がいにより外出の機会が
少なく、部屋にこもる日が
多い。連日の猛暑から熱中
症のリスクが高くエアコン
を設置。

【問合先】　総務課　福祉資金係
　　　　　電話：017‒723‒1469
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県社協HPに
最新情報
公開中！�➡

掲載している活動について詳しく知りたい方は、お気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】●�メール：fukushi-net-aomori@aosyakyo.or.jp
　　　　　　　　●�電　話：017︲723︲1391　　●�FAX：017︲723︲1394

2026
介護テクノロジー展

ご参加
ください

　あおもり介護生産性向上相談センターでは、介護現
場の皆さんの生産性向上の取組を支援するため、最新
多様な介護テクノロジーを展示する「2026介護テク
ノロジー展」を開催しています。
　７月９日の十和田会場を皮切りに弘前市（７月29
日）、むつ市（８月28日）、つがる市（９月29日）、八
戸市（12月３日）の県内５地区で実施します。
　併催セミナーでは、「介護テクノロジー『選び方』
で成果が変わる」をテーマに、導入後に活用が定着す
るためのポイントをお伝えする他、モデル事業所とし
て業務改善に取組んだ県内３事業所から業務改善の取
組成果を報告していただきます。
　皆様のご参加をお待ちしています。

令和７年度弘前会場の様子

詳細はこちら

【問合先】　あおもり介護生産性向上相談センター
　　　　　電話：017‒777‒0012
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損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ25-11172より抜粋）

令和8年度版

しせつの損害補償

社会福祉法人等が経営、運営する
福祉施設・事業の賠償・傷害事故と、
法人の経営にともなうリスクを
幅広く補償します。

「しせつの損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。従来の「しせつの損害補償
（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」のいずれかを選択・加入できます。

プラン1 施設業務の補償 プラン3 職員等の補償 プラン4 法人役員等の補償プラン2 施設利用者の補償

従来のしせつの損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、公立福祉施設（自
治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対象です。しせつの損害補償

（従来の加入方式）

「法人包括プラン」・「しせつの損害補償（従来の加入方式）」ともプラン１～４は、共通内容です。

NEW法人包括プラン

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

安心心安心

簡単簡単

ポイント1

ポイント2

ポイント3

福祉施設（事業）の明細要らずで、全ての福祉施設･事業を
賠償事故からまとめて補償

期中で新たに始めた福祉施設（事業）も手続き不要で自動補償

契約時は全ての入所型･通所型施設の合計定員数の申告のみ
（保育所は別途加入）

便利便利

スマートフォンやタブレットの場合は
こちらの二次元コードよりホーム
ページにアクセスしてください。https://www.fukushihoken.co.jp/ よりアクセス!!

PCからの場合は、ふくしの保険　検索

見積作成・加入手続きは簡単便利なインターネットから!!
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福祉・保育の仕事に興味のある方、福祉
職・保育職の方に向けた情報をお知らせ！

福祉職員のキャリアアップを目指して！
キャリアパス対応生涯研修

　青森県福祉人材センターでは、福祉職員のキャリアの段階
に応じて、求められる能力を段階的・体系的に習得すること
を支援するため、キャリアパス対応生涯研修を行っています。
　全国共通のプログラムとテキストを用いて、福祉全体に共
通する専門性とチームケアの一員をなすための組織性を学び
ます。各法人・事業所が主体的に職員のキャリアパスを整備
し、これに沿った職員育成をするためにも、本研修をぜひご
活用ください。

福祉の担い手に聞く！
「ありがとう」は魔法の言葉。
� 私らしい「恩返し」のカタチ
介護老人保健施設　青照苑
齋藤　真優美 さん
　金融機関での勤務を経て、27年
間専業主婦として家庭を守ってき
た齋藤真優美さんが福祉の仕事に
興味を抱いたのは、母親が９年間
にわたり介護老人保健施設「青照
苑」でお世話になったことがきっかけでした。職員
の皆様の温かいケアに触れ、いつかこの施設に恩返
しをしたいという想いを抱き続けてきました。
　ある日、一日移動相談会の情報を知り、「自分を変
えたい」という強い気持ちで会場へ足を運びました。
その後、就職フェアで「青照苑」のブースを訪れた
際、かつてお世話になった看護師の方と再会。「資格
がなくても働ける」という言葉が大きな後押しとなっ
たそうです。このことをきっかけに介護老人保健施
設「青照苑」に就職しました。

　当初は不安でしたが、先輩方に支えられ勤務３日
目には「自分にもできることがある」と手応えを感
じ始めました。利用者様がかけてくださる「ありが
とう」という言葉は、何にも代えがたい「魔法の言
葉」となり、日々のやりがいにつながっています。
　介護の現場を経験し、衣類ひとつにしても、少し
ゆとりのあるものを選ぶだけで、着脱のしやすさと
着心地が劇的に変わります。こうした細やかな視点
は、家族の介護にも通じる大切な学びとなり、多く
の気づきを得ました。「介護はハードルが高い」と思
われがちですが、実際には食事介助や身の回りの整
理など、資格がなくても活躍できる役割は数多くあ
ります。
　「現在、福祉の現場は人手を必要としています。
短い時間や隙間時間からでも、まずは一歩踏み出し
てみてはいかがでしょうか。感謝される喜びを感じ
られるこの仕事の魅力を一人でも多くの方に伝えた
いです」と話す齋藤さんは、充実感に満ち溢れてい
ました。

【問合先】　青森県福祉人材センター
　　　　　電話：017‒777‒0012

詳しくはホームページをご覧ください➡

メンタルヘルスに関する
コラムをご覧ください！！⇒
青森県保育士・保育所支援センター

○今後開催する研修日程
研修名 申込・開催日 会場等

チームリーダー
コース

申込受付　6／1～
開 催 日　9／9、10 青森県水産ビル

初任者コース 申込受付　６／17～
開 催 日　10／21、22 青森県水産ビル

中堅職員コース 申込受付　８／３～
開 催 日　11／25、26 青森県水産ビル

福祉の現場で働く方に
福祉職の魅力についてお聞きしました！

ふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーククLINLINLINLINEEふくしワークLINE
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みなさまの善意に感謝！ 令和８年２月～令和８年５月分　寄附・預託のご紹介

寄附者名（敬称略） 寄附金額 寄附者名 （敬称略） 寄附金額
公認会計士・税理士　小野寺高事務所 54,432円 小笠原　義昭 40,000円
株式会社ベルジョイス 15,000円 株式会社サイトーホーム 40,000円
公益社団法人青森県柔道整復師会 50,000円 古紙リサイクルで笑顔！こども食堂応援キャ

ンペーン（青森県民生活協同組合、生活協同
組合コープあおもり、株式会社伊徳、株式会
社伸和産業）

287,920円一般社団法人東北再生可能エネルギー協会 100,000円
小林　大眞 10,000円
ダイドードリンコ株式会社 22,697円
石岡　丈 10,000円 住友生命保険相互会社　青森支社 450,420円
山本　雄希 12,000円 株式会社伊徳 50,000円
タカヒムツキ 4,000円 匿名（８件） 78,000円
本会への寄附は、特定公益増進法人への寄付として税制上の優遇措置を受けることができます。

● 青森県社協への寄附 青森県社協が実施する事業や福祉団体への支援等に役立てるための寄附をいただきました

寄附者名 （敬称略） 寄附者名 （敬称略） 寄附者名 （敬称略）
青森ロータリークラブ 青森農協女性部 みちのくコカ・コーラボトリング株式会社
協同組合青森総合卸センター 株式会社カネマツ 株式会社モリレイ
株式会社カーブスジャパン 五戸町 ファミリーマート青森アピオ前店
大和電設工業株式会社　青森支店 生活協同組合コープあおもり 一般社団法人全国食支援活動協力会
末日聖徒イエス・キリスト教会　青森地方部 青森県民生活協同組合 東日本フード株式会社
ワダカン株式会社　十和田工場 株式会社北日本𠮷野家 日本ピュアフード株式会社
こくみん共済coop青森推進本部 株式会社𠮷野家 生活クラブ生活協同組合
青森少年鑑別所 一般社団法人こども宅食応援団 県社協フードドライブ
株式会社オカモト 階上キユーピー株式会社 匿名（５件）

● あおもりフードバンクへの寄附 31者54件25,754.11㎏の食品の寄附をいただきました

寄附にかける想い

「青森の子どもたちの未来に役立つ取組みをしたい！」
～住友生命保険相互会社　青森支社のご紹介～
　住友生命保険相互会社�青森支社から、令和８年４月、アンケートキャン
ペーンによる寄附金をいただきました。
　住友生命保険相互会社�青森支社は、青森の子どもたちの未来に役立つ取
組みをしたいと考え、子ども食堂の支援につながるアンケートキャンペー
ンを実施することになりました。令和７年度上期には513,020円、下期に
は450,420円、総額963,440円の寄附金をいただいています。
　いただいた寄附金は本会を通じて県内の子ども食堂の支援に活用いたし
ます。

● 青森県善意銀行への預託 善意銀行を通して福祉施設や団体に金銭や物品等の寄附をいただきました

預託者名 （敬称略） 預託内容
株式会社ツルハホールディングス 車椅子10台
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社　MS＆ADゆにぞんスマイルクラブ 車椅子１台
青森スポーツ振興会 みちのくプロレス招待

あおもり
フードバンク
HPはこちら

青森県ボランティア・
市民活動センターの
facebookはこちら

青森県社協HPの
寄附ページは
こちら
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目指したいことは？
　私には、この施設での仕事を通じて“障がいがあっ
ても、さまざまな経歴・経験があっても地域の中で当
り前にその人が暮らせる社会づくり”に貢献したい想
いがあります。
　しかし、実際には本人の努力だけでは如何ともし難
い『生きづらさ』があり、支援する私たちにも簡単に
は乗り越えられない障壁が立ちはだかり、“本当にこれ
で良いのか”と、立ち止まってしまう現実に向き合う
必要があります。
　それでも、そうした人たちに“ここでなら挑戦でき
る”“失敗してもまたやり直せる”と、日々積み重ねて
いただけるよう、仲間たちと一緒にここまで歩んでき
ました。
　宿泊型の施設だからこそ、日中だけでは見えない“暮
らし”そのものがスマイルにはあります。
　また、２年という期限を設定することで、目標に向
かって、お互いに成長し合える濃密な時間を過ごすこ
とができます。

実際は、どうでしたか？
　理想はあるものの、この仕事に向き合う困難さを何
度も痛感しました。利用者様一人ひとり違う課題を抱
えており、同じ支援が通用しないだけでなく、私たち
自身、日々の成長が求められます。
　時には、“地域で暮らす”ことの難しさ・重さを嫌で

も感じてしまう瞬間が何度もありました。
　そういう時こそ、仲間たちの存在、そして多くの関
係機関のバックアップを得られることで、私たちだけ
でなく、“地域全体で支える”という視点を持つことが
できるという実感が、日々より強くなっていくのを感
じています。

総合避難訓練の一コマ。
消防署のご協力のもと、備える大切さを実感します。

大切にしたいことは？
　現場では、その人自身の小さな変化に何度も励まさ
れてきました。それは例えば、スタッフと練習を重ねて、
地域のお店で買い物ができるようになるといった、本
当に“小さな一歩”です。その積み重ねこそが自立へ
の大切な力になると感じています。

仕事を通じて伝えたいことは？
　『福祉は特別な世界ではなく、日常生活の中にこそあ
る』ということです。障がいのあるかたも、また（当
施設では、※自立準備ホームとしての役割もあり）触
法歴のあるかたもいて、改めて皆含めて“地域の一員”
だと実感します。
　地域共生とは、困ったときに“支え合える関係”で
あり“助け合える関係”だと思います。そのために、
福祉事業所が単独ではなく、行政・医療・司法、そし
て家族・地域住民など、多くの人たちとつながり続け
ていく必要があります。
　お一人おひとりと向き合うことこそが、地域を支え
ていくことにつながると実感しています。“ココ”こそ
が、チャレンジし続ける場所でありたいと思っています。

自立訓練宿泊施設　スマイル
［施設長］

中
なか

村
むら

　大
ひろ

慶
のり

 さん
 にスポットライト！

※�自立準備ホーム：矯正施設を出所したかた等が、
帰住先が決まらない場合に、一時的に受け入れを
して社会復帰のサポートをする民間施設です。

スポットライト
中村さん

障がいのあるかたを中心に、本
当に様々な経歴のかた、触法歴
のあるかた（矯正施設を出所し
たかた等）も頑張っています。
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保険を通じて皆さまの「挑戦」を支え、地域とともに成長します

【本社】東京 【青森県内拠点】 青森支店 八戸支店 弘前支店 むつ支店

三井住友海上エイジェンシー・サービス株式会社は
MS&ADインシュアランスグループの一員としてSDGsに取り組んでいます。 

＜青森県社会福祉協議会 集団扱い保険制度 取扱代理店＞

100年先もお客さまとともに

あり続けるために

青森県火災共済協同組合

3％

10％

福祉に関わる皆様へ
ドライバーにもしもの時の安心を

自動車総合共済自動車総合共済自動車総合共済自動車総合共済自動車総合共済自動車総合共済

福祉施設職員割引

福祉施設割引

福祉車両割引

障がい者割引

青森県火災共済協同組合　青森本部　住所：青森市新町2丁目8-26　TEL：017-777-8111

LINE
はじめました！

お見積り 事故受付 組合員紹介 ロードサービス

5％

10％

5％5％5％5％5％5％5％5％5％5％5％5％5％5％5％5％ 3％3％3％3％3％3％3％3％3％3％3％3％3％3％3％3％

10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％ 10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％10％

LINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINE
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